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１．研究計画の概要 

本研究ではぶどう膜炎における人類
普遍の疾患感受性遺伝子や予後に影響
を与える遺伝子を検索する。なかでも再
発に特に注目しており、ぶどう膜炎を再
発しやすい疾患としにくい疾患、再発し
やすい患者としにくい患者を分子遺伝
学的に検討する。  

 
２．研究の進捗状況 

（１）検体収集と臨床経過の把握 

DNA を採取するとともに、十分な臨床経過

を把握することが鍵となる。疾患としてみれ

ばベーチェット病は95％以上が再発性であ

り、一方Vogt-小柳-原田病は70％が単発性で

ある。今回のプロジェクトでは再発しやすい

「疾患」感受性に関わる遺伝子を探るという

切り口と、再発しやすい「個体」の遺伝子背

景を明らかにするという切り口があり、膨大

な症例の臨床経過を事前に確実に把握する。

地味な作業であるが、この作業が最終結果を

左右するポイントであると考え、世界14カ国

のベーチェット病臨床データをはじめとし

た大規模臨床調査を行い、解析が終了したい

くつかの結果は既に英文原著論文として発

表した。 

（２）点突然変異と遺伝子多型頻度の検討 

各民族の健常者における様々な遺伝子多

型頻度がインターネットで公開されている。

神経ペプチドや炎症性サイトカインの全配

列の中からぶどう膜炎患者にのみみられる

遺伝子的特徴、あるいはぶどう膜炎が再発し

た患者にのみみられる特徴を探す。既にいく

つかの変異が見つかり、英文原著論文として

発表した。 

（３）研究方法 

① 臨床症状の把握は国際ぶどう膜炎スタ

ディグループと国際ベーチェット病学会の

協力を得て行なった。英文で作成した同一調

査シートを用いて経験豊富な同学会メンバ

ーによる直接記入方式で回答を得た。解析は

研究代表者がコンピュータを用いて行なっ

た。患者の出身民族は各国医療機関での自己

申告によった。 

② 遺伝子解析は国内外の研究協力者から

提供された DNA を主にダイレクトシークエ

ンス法、１塩基多型解析（SNPs）法、マイク

ロサテライト法で解析した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
本研究の最重要点は疾患の診断、病型、病

期、病勢、民族、予後などの臨床データの正
確な把握である。ここに不確実性があると以
後の遺伝子解析結果の信頼度が担保されな
い。そのために国内外からの検体と臨床情報
を十分に収集し、引き続き遺伝子多型の解析
を開始した。現在ほぼ計画書に記載した通り
のタイムスケジュールで解析が進んでいる。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 研究計画書に従って解析を進め、最終的に
原著論文として発表する予定である。 
 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
（１）当該研究期間の主な受賞歴 

平成 21 年 11 月: アジア太平洋内眼炎症研究
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（２）新聞報道等計 28 件 

 １．平成 22 年 1 月 29 日 

北海道医療新聞 

「北市助教 ベーチェット病ぶどう

膜炎 14カ国を疫学調査 診断基準等活用へ」 


